
廃校舎を活用した地域の交流拠点づくり 

ふれあい広場概要 

開設時間：9:00～16:30（火・水休み） 

管理運営：高浜町社会福祉協議会 

人   員：常時1名（地元雇用） 

利用状況：1日あたり利用者約9名 

定例行事：ふれあいサロン（毎月1回） 

○廃校になった小学校を改修し、地域の交流の場『ふれあい広場』として活用。 

○気軽に集まれる場の提供、高齢者のふれあいサロンや地域のイベント開催など、
介護予防や地域交流の場所になっている。 

介護予防 

資源活用 地域交流 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 高浜町 

②人口（※１） 10,989人 （平成 25年 3月末） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

65歳以上…27.3％ 

75歳以上…15.0％ 

（平成 25年 3月末） 

① 取組の概要  廃校になっていた旧日引小学校の校舎の一部を改修した『ふれあい広場』を、

介護予防の他、地域交流の場として活用している。 

⑤取組の特徴 

 

 ふれあいサロン（「日引いきいきサロン」）の毎月開催、筋力トレーニング機

器の常時設置などによる介護予防の取り組みの他、行事に近隣の保育所児童に

参加してもらうなど、世代間の交流を行なっている。 

⑥開始年度 平成 24年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

 内浦地区は、市街地から離れており少子高齢化が最も進んでいる地区である。

移動手段が限られているため、特に高齢者は出かける機会が少なくなりがちで

あることから、数年前から住民から介護予防の場作りが求められていた。 

 平成 24年度から統廃合後の小中学校校舎の活用問題と合わせて、地域の課題

を解決するために取り組みが始まった。 

⑧主な利用者と人

数 

 ふれあい広場 1日平均あたり利用者 9名（高齢者） 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

 高浜町社会福祉協議会 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

 平成 25年度予算 地域福祉向上事業委託料 3,870,000円 

 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

 

⑫取組の課題 今後の大規模改修や施設維持費の負担 

⑬今後の取組予定 自主運営を基本に、介護予防や地域交流の企画を充実させる。 

 

⑭その他  

 

 

⑮担当部署及び連

絡先 

福祉課 ０７７０－７２－５８８７ 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

福井県 


